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コミュニケーション不足による災害を防止

【混在作業場におけるルール】
当社設備担当者は、施設担当部、搬送チーム、設備メーカー様と日々の作業内容をMtgで共有。
作業エリアを明確にし、立入禁止区域として他作業者の侵入を防止する。

混在作業場における安全管理体制

工事会社様の作業責任者

当社社員（施設担当部） 当社社員（搬送）

混在作業場のエリア管理担当職場
統括部長（統括管理者）

搬送工事会社様の作業責任者

当社社員(設備担当者)

設備メーカー様 作業責任者

工事会社作業者 工事会社作業者

情報共有
（事前作業打ち合わせ）

情報共有

工事会社作業者 工事会社作業者工事会社作業者 工事会社作業者

情報共有

※混在作業とは、同じ作業エリアに2社以上が混在する作業

混在作業における体制及びルール策定
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復旧で発生する作業の安全ポイントを作業場入口に掲示し、作業者への周知を実施。

復旧作業に伴う安全ポイントの掲示
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ルールが遵守されているかチェックシートをもとに２回／日の安全巡視を実施。

ルール遵守状況の確認

巡視風景 チェックシート
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まとめ

震災前 対策

発生した課題：復旧段階での二次災害をどのように防止するか

教訓： 二次災害を発生させない体制とルールづくり

・復旧段階での安全管理体制および
ルールが明確になっていなかった。

・復旧時の安全管理体制を構築した
‐混在作業において設備担当者からの情報伝達
を一本化（工事業者様、設備メーカー様等）
コミュニケーションエラーを防止

・復旧時のルール策定と周知を行った
‐復旧作業の安全ポイントをA1サイズで作業場
入口に掲示。 A4サイズのポイント集を配布。

・2回/日の安全巡回を毎日実施した。
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24時間医療支援体制

震災で起きたこと

説明のPoint

発生した課題：復旧期における夜間の傷病発生に対応できる体制がなかった

その時どうした

・救急病院の稼働・患者受け入れ状況の確認
・緊急時の注意事項とサポートフローをBCP会議内で提示
・産業保健スタッフを昼間２交替とし、続けて夜間常駐の体制をスタート

・夜間に傷病者が発生した場合の医療支援について、何も用意できておらず、
作業者の不安を招いた

作業者の不安を招かない支援体制

総務領域
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注意事項の提示

をお願いいたします。



Copyright 2017 Sony Semiconductor Manufacturing Corporation

傷病者発生

１）動かせない場合
救急車要請

健康開発室に連絡

２）動かせる場合
健康開発室に来室もしくは医療スタッフが現場へ

協力会社管理者に連絡 医療スタッフが診察・応急処置

病院搬送 病院受診指示 経過観察

BCP会議で報告

（必要に応じて）
協力会社担当者と連携

事前準備
（健康開発室）

構内協力会社リスト一覧
・前工程
・後工程
・ファシリティ

作業工程別
有害情報リスト

緊急時フロー
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救急医療機関のリストアップ

1次緊急医療機関（軽傷）
2次緊急医療機関（中等症～重症）

3次緊急医療機関 （重症～重篤）
その他緊急医療機関（1次2次3次以外の近辺の総合病院）
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震災前

対策内容

0:00 24:008:30 17:30

産業医

保健師（休日含む）

看護師

22:006:00

平常時

健康開発室

平日 昼間

休日 全日
救急医療機関

平日 夜間・早朝

（健康開発室 不在）

復旧時

看護師６名をアルバイト採用
24時間体制にて運用

24時間医療支援体制の構築

２交替
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まとめ

震災前 対策内容

発生した課題： 復旧期における夜間の傷病発生に対応できる体制がなかった

復旧作業時における注意事項が周知されて
いなかった。

夜間の傷病発生者に対する医療支援
体制がなかった。

教訓：安心して復旧作業に従事できる支援体制が重要

・救急病院の稼働/患者受け入れ状況の確認

・復旧作業における注意点、緊急時フローを
周知した （最低限の判断ができる）

・看護師アルバイトによる、24時間支援体制
の運用とした
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健康リスクへのケア

震災で起きたこと

説明のPoint

発生した課題：災害に伴う健康影響に対するケア

その時どうした

・対象者のリスクを層別化して、復旧要員としての適否を判断した

・慢性疾患（身体・メンタル）を抱えた社員へのケアが手薄になった

健康リスクを抱えた社員のケア

総務領域
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①復旧要員として出社させてはいけない社員
休職中（復職を予定されていた社員も含む）

②復旧に従事させることが適さない社員
就業制限が入っていたり、健康状態の安定していない社員。

③健康状態に注意が必要な社員
②以外の就業制限中、身体やメンタル疾患の治療中
基本的には職場判断

健康リスクが高い方への対応

人事部と連携し、各職場責任者に向けて、対応方針を共有

状態に応じて対象者には電話連絡等も行った。
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震災前 対策内容

発生した課題： 災害に伴う健康影響に対するケア

教訓：健康リスクが高い人たちの把握、リスト化

・新規の健康問題に対しては健康相談
窓口の設置をした。

・対象者のリスクを層別化して、復旧要員
としての適否を判断し、職場に配慮を求めた

・経営層に対するヘルスチェック実施

慢性疾患（身体・メンタル）を抱えた社員に

対して就業配慮が行われていた。

随時、健康相談を行っていた。

まとめ
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耐震力の強化（設備の補強計画）

震災で起きたこと

説明のPoint

発生した課題：想定外の地震により設備の損傷など建物への影響が発生した

その時どうした

ハード面での有効な対策の確実な実行 および
更なる耐震力強化（設備補強計画）

ファシリティ領域

・BCP対策済みの設備は殆ど被害は小さく、未実施部分の被害が大きかった。

・建物は損傷前の強度に修理。 設備は耐震性を高めて補強復旧させた。

・建物:新耐震規準による建物であり、柱やブレースが損傷したが、倒壊はしなかった。
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実行済み分

BCP対策項目
〈震災後の状態〉 効果

〈項目〉 〈補強内容〉

1号棟 5階ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ床固定 ・ﾌﾘｱｸ床ﾊﾟﾈﾙのﾎﾞﾙﾄ固定 ・ﾌﾘｱｸ床ﾊﾟﾈﾙの浮き外れ無し ●

1号棟 防災設備耐震補強工事
・配管ｻﾎﾟｰﾄ補強/CO2ﾎﾞﾝﾍﾞﾕﾆｯﾄ
固定

・配管損傷無し/機器の転倒・
損傷無し

●

1号棟 ｶﾞｽ設備耐震補強工事 ・配管ｻﾎﾟｰﾄ補強/機器固定補強
・配管損傷無し/機器の転倒・
損傷無し

●

1号棟 薬液設備耐震補強工事 ・配管ｻﾎﾟｰﾄ補強 ・配管損傷無し ●

1号棟 3階ｸﾘｰﾝﾙｰﾑｼｽﾃﾑ天井
/ﾌｧﾝﾌｲﾙﾀｰﾕﾆｯﾄ耐震工事

・ｼｽﾃﾑ天井の吊支柱やﾌﾞﾚｽ補強
・ﾌｧﾝﾌｲﾙﾀｰﾕﾆｯﾄの浮き上がり
防止金具取付け

・ｼｽﾃﾑ天井と壁の一部が接触 ▲

【効果】 ●:損傷無し ▲:一部損傷 ×:被害大

対策を実施していた項目は、大きな損傷がなくその効果が確認できた

対応前提：震度6強（地表面：365Gal）

今迄実施した地震対策の効果
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ファシリティ被災箇所と被災状況 これまで対応前提：震度6強（地表面：365Gal）

搬入前室天井落下 機械室壁崩落

クリーンルーム天井・ファンフィルターユニット落下

電気ラック落下

排気ダクト破損
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1,2号棟ケーブルラック防耐震対策
【今回の被災状況】

①吊り金具

【対策前】

②吊りボルト用振れ止め金具
【対策前】

脱落防止用の補強金具を取り付け。

吊りボルトを
包み込み
ネジ止め

吊ボルト

振れ止め金具

振れ止めボルト

破損や外れやすい

振れ止めボルト

吊ボルト

吊金具

支持材等

脱落

吊金具

支持材等 吊ボルト

補強金具を
併用する

ネグロス吊り金具
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クリーンルームシステム天井/FFU耐震
FFU浮き上がり防止金物の設置：設計水平震度 0.6 → 1.0へ

【今回の被災状況】

FFU脱落防止：浮上り防止固定金物取付（4,372台）

吊り支柱及びブレス補強（5F:128箇所，6F:1,180箇所）

施工前

施工前

施工後

固定金物

吊りボルト
8.5φ

支柱
20φ

突上げに弱い ボルト＋Lアングル ボルト一体羽子板型

施工後

※FFU:ファンとフィルターのユニット
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まとめ

震災前 対策

発生した課題：想定外の地震により設備の損傷など建物への影響が発生した

教訓：耐震対策の有効性の検証、確認と耐震補強の確実な実行

・設備の補強計画は作成していたが、実行が

遅れた為被害が大きくなった。

・設備の補強を進めるにあたり、優先度を
付けて実行する。(耐震性も向上させて補強)

優先度1:人の安全にかかわる設備
防災設備、照明、ｶﾞｽ薬液警報など

優先度2:クリーンルームを維持する設備
空調機、排気、工業用水など

優先度3:上記以外の設備
純水、冷却水、ｶﾞｽ、薬液設備など

・塩ビ製の配管やダクト・ケーブル類の支持

固定が地震に耐えられない箇所があった。
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地震動予測システム導入

震災で起きたこと

説明のPoint

発生した課題：地震発生前に重要な設備(露光機)を停止させ、装置や製品を保護する仕組みを導入

その時どうした

より早く・より精度の高い震度予測によって、
装置停止判断を行い被災を軽減する。

ファシリティ領域

・震度5強の前震で装置は停止していた為、震度6強の地震では大きな被害に

ならなかったが、地震を予測し装置や製品を保護する仕組みの必要性を痛感した。

・一部の装置は被害が大きく、立上げに時間を要した。




